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治水整備メニュー（案）における
直轄管理区間と指定区間の整合について

治水整備メニュー（案）における
直轄管理区間と指定区間の整合について

平成１５年１０月３１日
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★共通の視点★

・検討対象洪水はS28.9とS36.9の2洪水とする。
（直轄管理区間と同一洪水）

・整備メニューの検討では、河川区域内での事
業（用地買収を必要としないメニュー）を優先と
する。
（整備メニュー検討の優先順位を、直轄管理区
間と同様とする）
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九頭竜川 指定区間
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日野川

◆九頭竜川 指定区間（全体図）
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中角橋
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鳴鹿大堰 市荒川大橋

指定区間

阪谷橋



145

＜既設ダム操作を考慮しない場合の流量＞ （m3/s）

※ ・ダム無しのピーク流量

5,700

6,100

3,300

1,700

1,400

浅水川合
流点上流

浅水川合
流点下流

3,2006,500S36.9

2,0006,700S28.9
洪水

波形

1,0003,000現況流下能力

日野川指定区間

（本川）

九頭竜川指定区間

（本川）
地点名

滝波川合
流点下流

滝波川合
流点上流

◇治水整備メニュー検討に当たっての
検討流量の設定

◇治水整備メニュー検討に当たっての
検討流量の設定
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＜検討流量の設定の考え方＞

●九頭竜川筋のダム群による洪水調節を考慮

・九頭竜ダム（S43.7完成）

・真名川ダム（S54.3完成）

・笹生川ダム（S32.11完成）
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＜整備メニュー検討に当たっての検討流量（今回）＞

（m3/s）

※ ・九頭竜川筋のダム群を考慮

1,700

1,400

浅水川合
流点上流

浅水川合
流点下流

3,2005,100S36.9

2,0004,000S28.9
洪水

波形

1,0003,000現況流下能力

日野川指定区間

（本川）

九頭竜川指定区間

（本川）
地点名

4,300

3,300

3,300

滝波川合
流点下流

滝波川合
流点上流
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◇九頭竜川の現況流下能力
指定区間(31.6～45.9k)

◇九頭竜川の現況流下能力
指定区間(31.6～45.9k)

S28.9洪水 S36.9洪水
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勝山橋 勝山南大橋 下荒井橋
阪谷橋 龍仙橋

真
名
川

500

0

500

川
幅
(
m
)

◇九頭竜川の現況流下能力
指定区間(45.9～60.3k)

◇九頭竜川の現況流下能力
指定区間(45.9～60.3k)

評価水位の流下能力（左右岸最小）
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○用地買収を必要としないメニュー

・低水路拡幅案

・河床掘削案

・引堤案（用地買収済）
・既設ダムの容量買取案

○用地買収等を必要とするメニュー
・引堤案
・堤防嵩上案
・河道内貯留案

○河道外で整備する必要のあるメニュー
・遊水地案
・放水路案
・地下貯留案
・ダム新設案

整 備 メ ニ ュ ー

◇整備メニューの基本的な考え方◇整備メニューの基本的な考え方

優　先　度

メニュー選定の優先度

高い

低い 1
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流下能力の不足する区間

0～500m3/s

500～1000m3/s

1000m3/s以上

指定区間

◆九頭竜川 指定区間（流下能力図）

九
頭
竜
川

小舟渡橋

北島鮎大橋

市荒川大橋

浄法寺橋

鳴鹿橋

荒鹿橋

勝山南大橋

下荒井橋

勝山橋

S28.9洪水
検討流量：
4,000m3/s（滝波川合流点下流）
3,300m3/s（滝波川合流点上流）

滝
波
川
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◇九頭竜川(指定区間)の整備メニューのイメージ◇九頭竜川(指定区間)の整備メニューのイメージ

低水路拡幅

現況河道
整備後河道

※河道内を対象とした整備により、対象とする洪水を流
下させることが可能となります。
※今後、河道内の環境面に配慮して掘削位置・形状等を
検討します。

S28.9洪水
検討流量：4,000m3/s（滝波川合流点下流）

3,300m3/s（滝波川合流点上流）
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◆九頭竜川 指定区間（流下能力図）

流下能力の不足する区間

0～500m3/s

500～1000m3/s

1000m3/s以上

九
頭
竜
川

小舟渡橋

北島鮎大橋

荒鹿橋

勝山南大橋

下荒井橋

勝山橋

鳴鹿橋

S36.9洪水
検討流量：
5,100m3/s（滝波川合流点下流）
4,300m3/s（滝波川合流点上流）

指定区間

市荒川大橋

浄法寺橋
滝
波
川
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◇九頭竜川(指定区間)の整備メニューのイメージ◇九頭竜川(指定区間)の整備メニューのイメージ

低水路拡幅

現況河道
整備後河道

※河道内を対象とした整備により、対象とする洪水を流
下させることが可能となります。
※今後、河道内の環境面に配慮して掘削位置・形状等を
検討します。

S36.9洪水
検討流量：5,100m3/s（滝波川合流点下流）

4,300m3/s（滝波川合流点上流）



157

◇整備メニューの考え方（指定区間）◇整備メニューの考え方（指定区間）

●S28.9洪水
検討流量 4,000m3/s（滝波川合流点下流）

3,300m3/s（滝波川合流点上流）
「低水路拡幅」により、対象洪水を安全に流
下させることを考えます。
●S36.9洪水
検討流量 5,100m3/s（滝波川合流点下流）

4,300m3/s（滝波川合流点上流）
「低水路拡幅」により、対象洪水を安全に流
下させることを考えます。
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日野川 指定区間
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九頭竜川

日野川

足羽川

九頭竜橋

鳴鹿大堰

福井大橋
中角橋

明治橋

北陸道橋梁

日光橋

日本海

幸橋

◆日野川 指定区間（全体図）

足羽橋
清水山橋

石田橋

鯖江大橋

万代橋

指
定
区
間
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＜既設ダム操作を考慮しない場合の流量＞ （m3/s）

※ ・ダム無しのピーク流量

5,700

6,100

3,300

1,700

1,400

浅水川合
流点上流

浅水川合
流点下流

3,2006,500S36.9

2,0006,700S28.9
洪水

波形

1,0003,000現況流下能力

日野川指定区間

（本川）

九頭竜川指定区間

（本川）
地点名

滝波川合
流点下流

滝波川合
流点上流

◇治水整備メニュー検討に当たっての
検討流量の設定

◇治水整備メニュー検討に当たっての
検討流量の設定
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＜検討流量の設定の考え方＞

●日野川筋のダム群による洪水調節を考慮

・広野ダム（S51.3完成）

・桝谷ダム（建設中）

・吉野瀬川ダム（建設中）
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＜整備メニュー検討に当たっての検討流量（今回）＞

（m3/s）

※ ・日野川筋のダム群を考慮

1,500

1,400

浅水川合
流点上流

浅水川合
流点下流

3,0005,100S36.9

1,8004,000S28.9
洪水

波形

1,0003,000現況流下能力

日野川指定区間

（本川）

九頭竜川指定区間

（本川）
地点名

4,300

3,300

3,300

滝波川合
流点下流

滝波川合
流点上流
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○用地買収を必要としないメニュー

・低水路拡幅案

・河床掘削案

・引堤案（用地買収済）

・既設ダムの容量買取案

○用地買収等を必要とするメニュー
・引堤案
・堤防嵩上案
・河道内貯留案

○河道外で整備する必要のあるメニュー
・遊水地案
・放水路案
・地下貯留案
・ダム新設案

整 備 メ ニ ュ ー

◇整備メニューの基本的な考え方◇整備メニューの基本的な考え方

優　先　度

メニュー選定の優先度

高い

低い 1
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万代橋鯖江大橋

石田橋

清水山橋

流下能力の不足する区間

0～500m3/s

500～1000m3/s

1000m3/s以上

S28.9洪水
検討流量：
1,800m3/s（浅水川合流点下流）
1,500m3/s（浅水川合流点上流）

指定区間

JR橋

糺橋

◆日野川 指定区間（流下能力図）

浅
水
川

日野川
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・橋梁の架け替えのみにより、現況河道
で検討流量（昭和28年9月型洪水）を流
下させることが可能です。

・橋梁の架け替えのみにより、現況河道
で検討流量（昭和28年9月型洪水）を流
下させることが可能です。
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万代橋鯖江大橋

石田橋

清水山橋

流下能力の不足する区間

0～500m3/s

500～1000m3/s

1000m3/s以上

S36.9洪水
検討流量：3,000m3/s

指定区間

JR橋

糺橋

◆日野川 指定区間（流下能力図）

日野川
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◇日野川(指定区間)の整備メニューのイメージ◇日野川(指定区間)の整備メニューのイメージ

低水路拡幅

現況河道
整備後河道

S36.9洪水
検討流量：3,000m3/s

※指定区間の全区間で、河道内を対象とした整備により、
対象とする洪水を流下させることが可能となります。
※今後、河道内の環境面に配慮して掘削位置・形状等を
検討します。

河床掘削
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●S28.9洪水
検討流量 1,800m3/s（浅水川合流点下流）

1,500m3/s（浅水川合流点上流）

「橋梁の架け替え」のみにより、対象洪水を
安全に流下させることを考えます。

●S36.9洪水（検討流量 3,000m3/s）

「低水路拡幅」及び「河床掘削」により、対
象洪水を安全に流下させることを考えます。

◇整備メニューの考え方（指定区間）◇整備メニューの考え方（指定区間）
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治水整備メニューのとりまとめ（指定区間）治水整備メニューのとりまとめ（指定区間）
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＜九頭竜川：指定区間＞

5,100 
(滝波川合
流点下流)

4,000
(滝波川合
流点下流)

検討
流量
(m3/s)

－－低水路拡幅

5,100

S36.9

－－低水路拡幅

4,000

S28.9

整備
メニュー(案)

流量
(m3/s)

整備
メニュー(案)

流量
(m3/s)

河道外処理
（貯留施設等）

河道内処理対象
洪水

3,300
(滝波川合
流点上流)

3,300

4,300
(滝波川合
流点上流)

4,300
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＜日野川：指定区間＞

3,000

1,800
(浅水川合
流点下流)

1,500
(浅水川合
流点上流)

検討
流量
(m3/s)

－－
低水路拡幅

＋河床掘削
3,000S36.9

－－橋梁架け替え

1,800

1,500

S28.9

整備
メニュー(案)

流量
(m3/s)

整備
メニュー(案)

流量
(m3/s)

河道外処理
（貯留施設等）

河道内処理対象
洪水


